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長岡市和島公民館長  

 

      丘陵上に暮らした弥生人の足跡をたどって  

赤坂遺跡第２次発掘調査の成果報告会 
 

令和４年９月に、新潟大学人文学部考古学研究室による赤坂遺跡（長岡市上桐・寺

泊入軽井）発掘調査※が行われ、新潟県内最大規模となる弥生時代の高地性集落に伴う

大きな溝が発見されました。溝の中からは土器のほか、炭化したイネ・鉄の破片・砥石

なども見つかり、学会でも注目されている遺跡です。 

このたび、赤坂遺跡の発掘調査結果と、出土品の内容についてわかりやすく解説す

る成果報告会を開催します。 

つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、周知にご協力いただくと

ともに、ぜひ取材くださいますようお願いします。 

 

 赤坂遺跡第２次発掘調査の成果報告会 
 

 １ 日 時 ５月２０日（土）午後１時３０分～４時 

２ 会 場 地域交流館わしま（和島小学校講堂） 

（長岡市小島谷 3545 番地 1） 

 ３ 定 員 100 人（入場無料・事前申し込み不要） 

 ４ 内 容 報 告 会（午後 1 時３０分～３時３０分） 

       遺物見学会（午後３時３０分～４時） 

５ 主 催 新潟大学人文学部考古学研究室、わしまコミュニティ協議会、和島公

民館 

 ６ その他 別紙チラシのとおり 

 
※赤坂遺跡（長岡市上桐・寺泊入軽井）発掘調査 

新潟県中央部の長岡市和島地区は、1990 年に「沼垂城」と記された木簡が出土し話題となった八幡

林官衙遺跡（国指定史跡）をはじめ、縄文時代から古代、中世にかけての遺跡が密集しており、環日

本海地域の歴史研究において大変重要な地域です。 

新潟大学人文学部考古学研究室では、地元の皆様の御協力のもと、実習教育の一環として島崎川流

域における弥生時代の遺跡の調査・研究を進めており、今年度で５年目を迎えました。平成 3 年の第

1 次発掘調査につづいて、昨年９月に標高 90ｍ以上の山中に位置する赤坂遺跡（長岡市寺泊入軽井・

上桐）で第 2 次発掘調査をおこない、上端幅約 7.3ｍ、深さ約 3.6ｍを測る大きなＶ字形の溝を発見

しました。この溝は弥生時代の高地性集落にともなうものとして新潟県内で最大規模の事例となりま

す。 

溝からは弥生時代後期後半（２世紀後半頃）の土器のほか、炭化したイネや小さな鉄の破片、砥石

なども見つかりました。いずれも弥生時代の研究において貴重な成果といえます。 
 

問い合わせ：和島公民館 池田 
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